
 
 
 
 
 

     

滋賀県茶業コンクール荒茶品評会が開催されました 

 
11 月 5 日、甲賀農業協同組合において、令和 3 年度滋賀県茶業コンクール第 46 回

荒茶品評会が開催され、当課はその審査と運営補助にあたりました。 

 

今年度は春先に低温に見舞われ、摘採時期の判断が非常に難しい一番茶となりまし

たが、せん茶の部には甲賀市から 86 点、日野町から 3 点の計 89 点、かぶせ茶の部に

は甲賀市 58 点、日野町 2 点の計 60 点と、例年並みの出品がありました。 

審査は 11 名の審査員により、浸出されたお茶の味や香りに重点を置いて厳正に行

われました。せん茶の部ではうま味が強く苦味と渋味が弱いもの、清涼感のある香り

に優れたものが上位を占めました。また、かぶせ茶の部ではかぶせ茶らしい覆いの風

味とうま味のあるもの、覆い香に優れたものが上位を占め、生産者の技術力の高さが

うかがえました。 

審査の結果、せん茶の部では甲賀市信楽町の曽和治彦氏が、かぶせ茶の部では同町

の大谷敬生氏がそれぞれ 1 等 1 席を獲得され、12 月 23 日の滋賀県茶振興大会におい

て表彰されることとなりました。 

当課は、今後も滋賀県茶業の生産技術の向上に向け、関係機関とともに本大会を支

援していきます。 
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